
平成５年度 

山口県宇部市 

宇部市では、自然と文化芸術と人間 
の接点として街を彫刻で飾る運動が展 
開されており、緑と花と彫刻のまち・ 
宇部をキャッチフレーズにまちづくり 
を進めている。この「シンボルロー 
ド・駅通線」は、市のキャッチフレー 
ズにふさわしいシンボルロードとし 
て、彫刻を配置した水辺空間の創出、 
景観木として市の木であるクスノキや 
ケヤキ等の植樹を行い、うるおいのあ 
る都市景観の形成を図った。 

また、整備区間のイメージを憩いの 
ゾーンと出会いのゾーンに分け、歩道 
の舗装パターン、街路樹の樹種と配植 
方法、照明デザインを変化させ、単調 
になりがちな街路を回遊性のあるもの 
とした。 

これらは、市民の沿道景観整備にも 
波及しつつあることから、今後いっそ 
うの魅力あるまちづくりが期待され 
る。 

所在地 山口県宇部市中央町1～ 
2丁目 

諸元 延長：590m、幅員： 
36m 

関係する施 彫刻、花壇、ベンチ、照 
設など 明灯ほか 

材料 植栽、磁器質タイル、御 
影石ほか 

イベント 現代日本彫刻展 


